
  

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                    

 

  

                                      

 

 職  名 氏 名 

1 校長  

2 教頭  

3 教務  

4 １年担任  

５ ２年担任  

６ ３年担任  

７ ４年担任  

８ ５年担任  

９ ６年担任  

10 養護教諭  

11 主事  

12 初任者指導  

13 後補充  

14 個別指導通級教室指導員  

15 学校図書館事務員  

16 学校技能員  

17 教員業務支援員  

18 ALT  

19 学校医(内科)  

20 学校医(眼科)  

21

7 

学校医(耳鼻科)  

22 学校歯科医  

23 学校薬剤師  
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〒328-0026 栃木市藤田町１３５－２ 

TEL  ０２８２－２２－１４８３  

FAX  ０２８２－２３－３２５３ 

E-mail：ominami@tochigi-city.ed.jp 

HP  https://tm2.tcn.ed.jp/tochigi-ominami 

 

  

栃木市立大宮南小学校 

                             

明治 25  大宮学校分教室より独立し藤田尋常小学校となる。平成  ４ 創立 100 周年事業 

明治 34  大宮尋常小学校南校として現在地に校舎新築。  平成 17 下地区健康推進学校最優勝賞受賞（県優秀校） 

昭和 22  大宮村立大宮南小学校と改称          平成 19～23 英語活動・英語教育等研究開発学校 

昭和 29  栃木市立大宮南小学校と改称          平成 24 体育館耐震補強と改修、プール改修 

昭和 45  プール竣工 創立８０周年記念事業       平成 25 市小規模特認校制度による入学開始 

昭和 53 体育館竣工                  令和  ４ 市小規模特認校制度開始 10 年目 

昭和 58 新校舎竣工・落成式              令和 ６ 体育小屋竣工 

 

学校のあゆみ 

校舎見取り図 

 

 

学校 

仲仕上町 

樋ノ口町 

藤田町 
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職員一覧 



本校の小規模校特認校としての特色とよさ  

○少人数であることのメリットを最大限に活かし、きめ細かな指導を行っています。学び合いの場を広げ、学びの質を高め

るため、複数学年での合同学習や、複数教員によるティームティーチング学習を取り入れています。また、授業の他に、

朝の学びタイムや放課後教室など、全職員や地域ボランティアとの協働体制で、指導の充実を図っています。 

〇ＩＣＴ機器の活用能力向上を目指し、一人一台のタブレット・ＰＣ等を活用した教育実践を行っています。 

○人と関わる機会をできるだけ多く設け、近隣幼保小や社会施設等との交流・総合的な学習の時間での地域の方との交流・

国際理解教育やキャリア教育に取り組んでいます。また、集会や共遊等で異学年交流を推進しています。 

 

            

 

  

   

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 1 年 ２年 ３年 4 年 5 年 6 年 合計 

男 ７ ９ ９ ９ ２ １０ ４6 

女 ３ ８ ２ ６ １０ ５ ３４ 

計 １０ １７ １１ １５ １２ １５ ８０ 

ＰＴＡ会員 ６ ８ ７ １１ １２ １４ ５８ 

 

普通日課表 

児童登校 8:10 

のびっ子タイム 8:10～ 8:35 

朝の会 8:35～ 8:45 

1 校時 8:45～ 9:30 

２校時 9:35～10:20 

３校時 10:40～11:25 

４校時 11:30～12:15 

給食 12:15～13:00 

昼休み 13:00～13:25 

清掃 13:25～13:40 

５校時 13:45～14:30 

６校時 14:45～15:30 

職員退勤 16:40 

 

○のびっ子タイム   ○放課後他 

月 読書・ｸﾗｽﾀｲﾑ   ・研修 

火 読書・学び  

水 読書・学び    ・職員会議・研修 

木 パワーアップタイム・クラブ活動・委員会 

金 表彰・話そう集会   

読み聞かせ 

○さわやかタイム 毎週水曜昼休み 共遊・美化 

○児童下校時刻 

5 時間下校・一斉下校   １４：５０ 

６時間下校                １５：４０ 

 

本年度の主な行事 
1学期（４～７月） 

4／1６ 授業参観・懇談会 

4／1７ 全国学力状況調査 

    とちぎっ子学力調査 

４／2５ 1 年生を迎える会 

5／2４ 運動会 

6／12～13  6 年修学旅行 

6／20  演劇鑑賞会 

6／27・28 水辺の活動 

（オープンスクール①） 

 

   （オープンスクール①） 

３学期（１～３月） 

1／2８ 入学説明会 

2／ ４ 授業参観・懇談会 

2／ ６ ボランティア感謝の会 

2／27  6 年生を送る会 

3／1８ 卒業式 

3／2４ 修了式 

 

 

２学期（９～１２月） 

9／10 授業参観・懇談会 

10／2～3 4･5 年宿泊学習 

10／25 大南祭 

（オープンスクール②） 

11／20 校内持久走大会 

12／ 1 校内学力テスト（国算） 

日課表 

 

 

児童数・ＰＴＡ会員数 

 

本校学区は栃木市の南東部に位置し、仲仕上・藤田・高谷・宮田・久保田・小舟・樋ノ口・樋ノ口南・

樋ノ口生協の九つの地域からなっています。平成 25 年度からは小規模特認校制度の導入により、学

区外（大平、藤岡、大宮、城内等）からの児童も受け入れています。学校周辺は農村地帯で、米・野菜・

ビール麦を生産し、また畜産農家も多く、肉牛の飼育を行っています。地域住民は教育への関心が高く

協力的です。学校からは太平山・筑波山・男体山・富士山を望むことができ、周囲は緑が多く、赤渕川

が流れ、自然環境には恵まれています。本校児童は素直で明るく、学年を越えて仲がよく、また一年を

通して運動にもよく親しんでいます。 

学校や地域の特色 

本校が目指す教育 本校では、子どもたちに、新しい環境や困難な状況においても自分に自信をもって粘り強くやりぬく

力、そして、表現力豊かにだれとでも進んでコミュニケーションをとり、自信をもって行動できる力を、しっかりつけさせ

ていきたいと考えています。そして、①安全安心で信頼される学校②個性が大切にされ、居がいのある学校③自信と誇りを

育む学校④挑戦し続ける意欲を高める学校⑤子どもも大人もウェルビーイングを高める学校の実現に力を入れていきます。 

               

 

かんがえる子 おもいやる子 やりぬく子 たくましい子 

めあてに向かって進んで学習

し、自分の考えをはっきり伝

えられる子 

元気よくあいさつや返事を

し、相手を思いやり、協力で

きる子 

めあてをもって根気強く取

り組み、最後まであきらめず

に頑張る子 

自他の健康や安全を考え、進

んで体力・健康づくりができ

る子 

目指す児童像育成に向けた各教育目標における本年度の重点努力目標 

① 通常の学級における特別支

援教育の充実に努め、基礎

的・基本的な学力の定着を

図る。（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの視

点に立った授業づくり） 

② 言語活動の充実を通して授

業の質を高め、主体的・対話

的で深い学びの充実を図

る。 

③ 学習の基盤となる資質・能

力としての情報活用能力を

育成することを通して､思

考力、判断力、表現力を高め

る。 

 

① 自分からの元気なあいさつ

や返事、相手を思いやる言

葉遣いの意識付けを図る。 

また、常に感謝の気持ちを

もてるようにする。 

② 道徳教育を充実させ、思い

やりの心や豊かな人間性、

社会性の育成を図り、いじ

め防止に努める。 

③ 進んで話合いやグループ活

動に参加し、積極的に他や

社会と関わろうとする態度

を育てる。 

 

 

 

① 自己達成目標に向けて、根

気強く努力を続けることが

できるようにする。 

 

② 努力や成果を互いに認め、

励まし、自信をもつことが

できるようにする。 

 

③ 各自の分担や役割をよく理

解し、仕事を工夫し、責任を

もって取り組むことができ

るようにする。 

 

 

 

 

① 自らの生活習慣を見直し、積

極的に健康づくりに努める

子を育成する。 

 

② 運動に親しみ、進んで体力づ

くりに努める子を育成する。 

 

 

③ 防災・防犯・安全に関する意

識や関心を高め、自ら危険を

回避しようとする態度の育

成を図る。 

 

 

 

 

 

 

表現力豊かにだれとでも進んでコミュニケーションをとり、自信をもって行動できる子の育成 


